
 

◎創世記３９章を振り返りましょう 

 

 

 

◎創世記４０章１―８を読みましょう 

１．献酌官と調理官は、どういう人で、なぜ監獄に入れられ、どんな特徴がありますか。 

 

２．ヨセフは彼らの付き人になってどんな関係を築きましたか。 

 

３．「二人とも同じ夜にそれぞれ夢を見た。…それぞれ意味があった。」は何を表していますか。 

 

４．二人に対するヨセフの態度から何がわかりますか。 

 

 

◎創世記４０：９―１９を読みましょう。 

１．献酌官は、どうしてヨセフに自分が見た夢の話しをしたのですか。 

 

２．調理官長は、どうしてヨセフに自分が見た夢の話しをしたのですか。 

 

３．ヨセフは、二人の夢をそれぞれどのように解き明かしましたか。 

 

４．ヨセフは、どうして献酌官に「思い出してください」と頼んだのでしょう。 

 

 

◎創世記４０：２０―２３を読みましょう。 

１．献酌官と調理官長は、三日後どうなりましたか。  

 

２．「献酌官長はヨセフのことを思い出さないで…」とは、どういうことですか。 

 

 

◎一緒に考えてみましょう 

１．ヨセフはそれから２年間、監獄に入れられました。その間、彼は何を思っていたでしょう。  

 

２．今日のところから何を教えられましたか。 

 

 

＊終わりに、今日の学びのタイトル（主題）を考えてみましょう 

「          」 


